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東中筋小学校３年生の挑戦！ 「親切ってどういうこと？」
四万十市立東中筋小学校で行われた、９月 30 日（水）教材研究会と 10 月 13 日

（火）授業研究会での授業づくりの様子を紹介します。東中筋小２年目の小山恵理香教
諭が、３年生５名と「親切」とはどういうことかを考える道徳科授業に挑戦しました。

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!!
令和２年１１月発行

西部教育事務所

○投書に書かれた、おばあさんの「幸
せな思いをかみしめた」とは、どんな
思いでしょう。

○タクちゃんがだんだん変な気持ち
になってきたのは、なぜでしょう。

○タクちゃんたちがしたことは、親切
といってよいでしょうか。

◎タクちゃんのむねにこみ上げてきた
｢あたたかいもの｣は何でしょう。

○親切とはどういうことでしょう。

第３学年「拾ったりんご」 授業者：小山 恵理香 教諭
【主題名】親切にすることのよさ 【内容項目】親切,思いやりB(６)
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【授業者から】
・「タクちゃんたちがしたことは親切といえる
か。」ということを心情メーターを使って話
し合ってみたが、効果的だったか。

・「次は相手のことを考えて親切にしたい。」と
いう考えを引き出すにはどうすればよいか。

●心情メーターの効果的な活用について
・心情メーターは、それぞれの考えを可視化するために有効であ
る。「親切でない」にネームカードを貼った児童へは、「どうで
あれば親切？」等の発問で深めていく。
●ねらいに迫るための発問について
・「胸にこみ上げたあたたかいものって何かな。｣と問うことで
｢相手が喜んでくれてうれしい。｣という気持ちを引き出し、
｢次は相手のことを考えて親切にしたい。｣という考えにつな
げていく。
っていくようにする。

模擬授業後のリフレクション 授業改善に生かすための協議

森 有希 准教授といっしょに教材研究！

教材分析表を使い、森准教授にご指
導いただきながら参加者みんなで演
習を行いました。内容項目と教材か
ら、本時の指導の要点を決め、中心発
問を考える演習のポイントを、紹介し
ます。

１

２

子ども自身に問いを

持たせることが大切！

３

本時の板書本時の発問展開

問題･課題を設定することによ
り、児童が主体的に考える授業に
向かっていく。
課題意識の持たせ方は、目指す
授業による。

◆問題意識を持たせる
「タクちゃんたちがしたことは、
親切といえるのか。」
◆主題提示
「親切について」
◆課題提示
「本当の親切について考えよう。」
◆問題提示
「親切にするためには、どうすれ
ばよいのだろう。」

問題･課題の設定２

教材の概要の＜価値の実現が難し
い姿＞から＜価値に関して望ましい
姿＞の間にあるものは何かを考え、
それに気付かせることを、本時の
「指導の要点」に設定する。

指導の要点１

中心発問のポイントは、次の２点！
①道徳的に変化した人物の、変化し
た場面での心情を問う。

②道徳的問題を解決するために大切
なことやその意義を問う。

中心発問３

森 有希 准教授のご講話

講師：高知大学准教授 森 有希 先生

森 有希 准教授

参加者も自分ごとで！

◆子どもの考えを引き出す発問や問い返しが
できるようにしたい。また、子どもの考え
を板書に書き分ける技術も身に付けたい。

◆道徳や他の教科で児童が主体的に取り組め
るような話合いの場を設定したい。

◆多面･多角の視点のもち方や、それを可視化
することで子供の思考を深めていきたい。

◆振り返りからさらに深める時間配分で授業
を構成したい。

参加者の声


